
令和８年度 熊本県 英語教育改善プラン

様式１：小学校

目標

知識・技能の確実な定着を図ると共に、主体的に英語で自分の気持ちや考えを伝える

ことができる児童の育成
〇「英語で自己紹介ができる」（「話すこと[発表]」）と回答した児童の割合（前年度より増加）

こちらはひな型ですので、

記載や枠の大きさは自由に変

更してください。

【〇〇都道府県／〇〇市】

→ご自身の都道府県名・指

定都市名に修正してください。

目標について

• 改善の方向性がわかる明瞭かつ

具体的な目標を立てること。

• 特に重点的に取り組む点をチェッ

クリストから選択し、□内に✓を

記入すること（複数選択可）。

１．目標に対する現状について

• 改善が進んだ点／未だ改善が必

要であり、R8年度に重点的に取

り組む点について、明瞭かつ具体

的に記載すること。

• 「言語活動に関すること」は、学

校訪問や研修会等で見られた状

況を参考にする等して必ずいずれ

かとして記載すること。

• 定量的なデータがある場合は記

載してください（必ずしも記載す

る必要はございません。）。英語

教育実施状況調査等の結果に

ついては必ずしもR7年度のデータ

である必要はなく、R6年度以前

のデータを参考値として記載する

ことも考えられます。

２．要因分析について

• 改善が進んだ／進まなかった要因

をそれぞれ明瞭かつ具体的に記

載すること。

３．目標を達成するための施策・事

業について

• 改善が進んだ／進まなかった要

因を踏まえ、目標を達成するため

に、どのような施策・事業を実施す

るのか、明瞭かつ具体的に記載す

ること。（改善が進んだ点につい

ては、必ずしも施策・事業に結び

つける必要はございませんが、更な

る取組の充実のために施策・事業

を行うことも考えられます。）

• 施策・事業に関する参考URLや

二次元コードを掲載すること。

• 小学校英語専科指導に係る加

配定数を活用する場合は、一定

の英語力を有する小学校教師の

新規採用に係る取組を必ず記載

すること。

作成する時は、既に入ってい

る説明書きはすべて削除し、

番号のみ（①②❶❷等）残

してください。

こちらのシートには「小学校外

国語教育（小中高連携を

含む）」に関する英語教育改

善プランを記載してください。

改
善
が
進
ん
だ
点

未
だ
改
善
が
必
要
な
点

３．目標を達成するための施策・事業２．要因分析１．目標に対する現状

指導と評価の一体化
(パフォーマンステスト含む)

教師の英語力・指導力
(専科教員含む)

言語活動 ALTの参画 ICTの活用
（AIを除く）

校種間連携 その他AIの活用✓ ✓

①県学力・学習状況調査の結果から、
「英語で自己紹介ができる」の割合は
増加傾向。
県学力・学習状況調査結果

小５ (R6:76.5% R7：77.1%)
小６ (R6:79.1% R7 : 83.3%）

❶「聞くこと」「話すこと」への慣れ親し
みや定着に向けた指導。

❷高学年においては、「読むこと」「書く
こと」を含めた言語活動の充実に改善
の余地がある。

①英語専科教員の配置拡充によ
り、外国語活動を担当する教員の
専門性が向上し、児童が英語を
使って自分のことについてペアでやり
とりする場面が増えたことが増加の
一因と考えられる。

①コミュニケーションを行う目的や場
面、状況等を工夫して設定し、児
童の「英語で伝えてみたい」という思
いが高まっている。

❶言語材料や既習事項を児童自ら
が意識して繰り返し用いるような言
語活動の指導、特に、高学年の「聞
くこと」「話すこと」においては、「できる
ようにする」ための中間指導や振り返
りに改善の余地がある。

❶❷ 「聞くこと」「話すこと」で慣れ親
しんだことを「読むこと」「書くこと」につ
なぐ言語活動の具体的なイメージが
持てていない。

①❶❷英語担当者の授業力向上に向けた研修の充実

・「英語授業づくりプロジェクト」

目的や場面、状況等をより練り上げた言語活動の在り方や「聞くこ

と」「話すこと」 の定着（英語で自己紹介ができる力を含む）に向け

た研修を英語専科や高学年担当に焦点化して実施。

・「わくわくサークル」（オンラインによる研修）

参加者自身の課題解決に向けて、スーパーティーチャーによる実践

紹介などを実施。その中で、 「聞くこと」「話すこと」で慣れ親しんだこと

を「読むこと」「書くこと」につなぐ言語活動の実践例を紹介。
①❶❷指導と評価の一体化の実現に向けた取組の更なる充実

・言語活動の充実に関する好事例の提供

「できるようにする」ための適切な中間指導や振り返り及び学習者

用デジタル教科書・ICT機器を効果的に活用した授業実践例を収

集し、情報提供を行うことで授業力向上につなげる。

■本県における一定の英語力を有する小学校教員の新規採用に

係る取組

・小学校教諭等受考者における一定の英語力を有する者への加点

制度

・小学校教諭等受考者における青年海外協力隊等勤務経験者

及び在外教育施設におけるプレ派遣教師勤務経験者への特別選

考制度（考査内容の一部免除制度）

・中学校教諭等受考者に対する小学校教諭等の併願制度

※中学校英語を受考する際、第2希望として小学校を併願するこ

とができる

✓✓



令和８年度 熊本県 英語教育改善プラン

様式１：中学校

目標

知識・技能の確実な定着を図り、主体的に英語で自分の気持ちや考えを伝えることが

できる生徒の育成
○CEFR A1レベル相当以上の英語力を取得又は有すると思われる生徒の割合（R7：49.4％⇒R8：50.0％）

〇「英語で自己紹介ができる」（「話すこと[発表]」）と回答した生徒の割合（前年度より増加）

改
善
が
進
ん
だ
点

未
だ
改
善
が
必
要
な
点

３．目標を達成するための施策・事業２．要因分析１．目標に対する現状

❶授業の中で目的・場面・状況
を意識した言語活動や「できるよう
になるまで見届ける」評価・指導が
不十分。

❷「聞くこと」の言語活動を通して、
概要や要点を捉えるなど、「思考・
判断・表現」に係る指導が不十分
であり、「聞こと」と「話すこと（発
表）」を統合した言語活動が不
十分。

①②❶❷英語担当者の授業力向上に向けた研修の充実
・「英語授業づくりプロジェクト」
目的・場面・状況を意識した言語活動を通して知識・技能の確実な
定着を図り、生徒一人一人の達成状況を見取る授業改善と、地域ご
との課題の解決に焦点を当てた研修の実施。
・「わくわくサークル」（オンラインによる研修）
参加者自身の課題解決に向けて、スーパーティーチャーによる実践紹
介、参加者同士の実践交流、学習者用デジタル教科書の活用例の
提示などを実施。

❶❷英語による発信力強化に向けた取組・「AIの活用による英語教
育強化事業」
・ 「話すこと」を重視した授業実践の効果を検証するため、モニタ校にお
いて「話すこと」を客観的に評価するスピーキングテストを実施。
・ モデル校において、AI活用を実践し、教師による指導とAIとのベスト
ミックスとなるモデルを構築するとともにその実践を共有。

❶❷指導と評価の一体化の実現に向けた取組の更なる充実
・MEXCBTをはじめとする評価問題の活用
MEXCBTや全学調の問題分析・活用により学習指導要領で求めら
れている資質・能力を育成するための授業改善や評価問題作成等に
生かす。

①ICT活用やALTとの交流を通
じ、目的意識を持った発信の機
会が増え、有用感が高まった。

②小中連携による系統的な指導
や、自己表現をする言語活動の
充実が図られた。

❶「知識・技能」の定着に課
題が見られる。
県学力・学習状況調査結果
（中１：全国63.5 熊本県：55.8)
（中２：全国65.9 熊本県：52.0）

❷「聞くこと」の領域が全国
平均を大きく下回っている。
県学力・学習状況調査結果
（中１：全国71.9 熊本県：63.1)
（中２：全国73.0 熊本県：58.2）

こちらはひな型ですので、

記載や枠の大きさは自由に変

更してください。

目標について

• 改善の方向性がわかる明瞭かつ

具体的な目標を立てること。

• 生徒の英語力の現状（R6）、

目標（R7）を必ず記載すること。

• 特に重点的に取り組む点をチェッ

クリストから選択し、□内に✓を

記入すること（複数選択可）。

１．目標に対する現状について

• 改善が進んだ点／未だ改善が

必要であり、R7年度に重点的に

取り組む点について、明瞭かつ具

体的に記載すること。

• 「言語活動に関すること」は、R6

全国学調の結果等を踏まえ、必

ずいずれかとして記載すること。

• 定量的なデータがある場合は、

可能な限り昨年度からの進捗が

分かる形で記載してください。英

語教育実施状況調査の結果に

ついては必ずしもR6年度のデータ

である必要はなく、R5年度のデー

タを参考値として記載することも

考えられます。

２．要因分析について

• 改善が進んだ／進まなかった要因

をそれぞれ明瞭かつ具体的に記

載すること。

作成する時は、既に入ってい

る説明書きはすべて削除し、

番号のみ（①②❶❷等）残

してください。

【〇〇都道府県／〇〇市】

→ご自身の都道府県名・指

定都市名に修正してください。

３．目標を達成するための施策・事

業について

• 改善が進んだ／進まなかった要

因を踏まえ、目標を達成するため

に、どのような施策・事業を実施す

るのか、明瞭かつ具体的に記載す

ること。（改善が進んだ点につい

ては、必ずしも施策・事業に結び

つける必要はございませんが、更な

る取組の充実のために施策・事業

を行うことも考えられます。）

• 施策・事業に関する参考URLや

QRコードを掲載すること。

指導と評価の一体化
(パフォーマンステスト含む)

教師の英語力・指導力言語活動 ALTの参画 ICTの活用
（AIを除く）

校種間連携 その他AIの活用

こちらのシートには「中学校外

国語教育（小中高連携を

含む）」に関する英語教育改

善プランを記載してください。

①英語で自己紹介ができる。
県学力・学習状況調査結果

中１（R6:76.4% R7:79.5%)
中２（R6:69.0%   R7:76.2%)

②英語が「よく分かる」と回
答した生徒の割合が増加。
県学力・学習状況調査結果
中１（R6:66.5% R7:69.1%)
中２（R6:55.1% R6:60.7%）

✓ ✓ ✓✓

見取り、評価（その場だけではなく、授業の流れ、単元の流れ）の充実とともに、間
違ってもいいから挑戦することをスパイラルに繰り返しが単元レベル、定期テストレベル
で行う そこを見届ける
中間指導→あまり細かく修正せず、単元の終わり等に技能を統合させる



令和８年度 熊本県 英語教育改善プラン

様式１：高等学校

目標

英語を使って国内外で活躍し、他者と協働して対話を深めることのできるグローバル人材の育成
○CEFR A2/B1レベル相当以上の英語力を取得又は有すると思われる生徒の割合

（R7実績： A2以上 42.7％、B1以上 19.5％⇒R8目標： A2以上 55.0％、B1以上 25.0％）

○英語担当教員の授業における英語使用状況

（R7実績： 21.0% ⇒R8目標： 50.0％）

改
善
が
進
ん
だ
点

未
だ
改
善
が
必
要
な
点

３．目標を達成するための施策・事業２．要因分析１．目標に対する現状

❶授業において、生徒の多様な
学力背景に応じた英語による指
導・支援が十分に行えていないこと
が一因として考えられる。

❷言語活動の更なる充実が必要で
あることに加え、生徒の学びの段階
に応じた、詳細な評価基準が不明
確であることが一因と考えられる。

①本県で例年実施している研修に
おいて共有した実践例が、授業にお
いて実践されたことにより、生徒の英
語力が向上し、結果として資格試
験合格にも繋がったと考えられる。

②パフォーマンステストのみならず、
授業における個別最適な学びの場
面でも、ICT活用が促進されたこと
が要因と考えられる。

①CEFR A2及びB1レベル相
当以上を取得している生徒の
割合が増加。
○A2レベル相当以上
(R6:26.0%⇒R7:30.1%)

○B1レベル相当以上
(R6:11.2%⇒R7:15.7%)

②英語の授業におけるICT機
器を活用している学校の割合
が増加。
○発音や発話などの録音・録画
(R6:48.9%⇒R7:68.1%)

○人との文字でのやり取り:
(R6:25.5%⇒R7:63.8%)

❶授業において、教師が発話
の50%以上を英語で行ってい
る学校の割合が減少
(R6:33.6%⇒R7:21.0%)

❷CEFR A2レベル相当以上
の英語力を有すると思われる
生徒数の割合が減少
(R6:16.4%⇒R7:12.5%)

指導と評価の一体化
(パフォーマンステスト含む)

教師の英語力・指導力言語活動 ALTの参画 ICTの活用
（AIを除く）

校種間連携 その他AIの活用

①❶②❷言語活動指導の更なる充実と適切な評価技術の向上
・高等学校教育課程熊本県研究協議会

授業での言語活動の充実のため、県研究指定校の教員及び前年度の先進校視察に参加した

教員による言語活動の充実に向けた授業実践の発表及び共有を行う。

・熊本県高等学校英語教員指導力向上研修会（年2回）
「話すこと（やり取り）」「書くこと」の言語活動好事例及びその適切な評価方法の共有のため、

      外部講師を招き、言語活動の実践紹介とその評価に関する講義及びワークショップを実施する。

・学校訪問
     英語教育実施状況調査の分析を基に抽出した学校等において、言語活動及び指導と評価

の一体化に向けた指導・助言を行う。

・CEFR A2レベル相当の英語力を有する生徒の割合の評価基準の確認
「指導と評価の一体化」の補強を図るため、各学校にて定めた各学年のCEFR A2の目標値

      に対する評価基準を明確にし、評価のあり方について再確認する。

・先進校視察

    授業におけるディスカッションを中心とした言語活動促進のため、英語教員が県外の先進校を視
     察する。

①➊生徒の対話力・発信力の推進
・生徒向けワークショップ

グローバルリーダー育成のため、県指導教諭等を活用し、英語での対話力・交渉力を強化する
     対話型ワークショップを実施する。

・熊本県州立モンタナ大学高校生派遣事業（９日間）
生徒の対話力・発信力の教科及び実践のため、姉妹提携先の米国モンタナ州にある州立モンタ

    ナ大学併設語学学校へ高校生を派遣し、同校講師による講義受講・課題探究型活動及び大
    学生や地元州民との文化交流を実施する。



目標達成状況一覧表 令和8年度様式 （様式２）

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

50.0 43.1 48.0 42.4 52.0 42.7 55.0 60.0

15.0 17.7 20.0 16.8 23.0 19.5 25.0 30.0

75.0 47.1 55.0 47.3 60.0 65.0 70.0

100.0 49.5 60.0 47.3 60.0 65.0 70.0

設定（％） 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

公表（％） 100.0 73.1 80.0 90.0 95.0 100.0

達成状況の把握（％） 100.0 56.7 65.0 75.0 85.0 95.0

93.0 89.8 90.0 91.1 92.0 91.6 93.0 95.0

85.0 35.3 45.0 33.6 55.0 21.0 50.0 60.0

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

50.0 46.6 50.0 40.5 50.0 49.4 50.0 60.0

95.0 78.8 84.3 89.8 95.3 100.0

100.0 97.5 100.0 100.0 100.0 100.0

設定（％） 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

公表（％） 100.0 85.8 100.0 100.0 100.0 100.0

達成状況の把握（％） 100.0 98.3 100.0 100.0 100.0 100.0

43.0 42.6 44.5 44.1 46.4 54.8 55.0 57.0

90.0 76.0 82.0 88.0 94.0 100.0

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

設定（％） 100 100 100 100 100 100

公表（％） 100 80 100 100 100 100

達成状況の把握（％） 100 96.6 100 100 100 100

熊本県教育委員会

高
等
学
校

2023 2024 2025 2026 2027

①CEFR A2レベル相当以上の英語力を有する生徒の割合（％）

2026 2027

④「CAN-DOリスト」形式による学習到達
目標の整備状況

①CEFR B1レベル相当以上の英語力を有する生徒の割合（％）

⑤CEFR B2レベル相当以上の英語力を有する英語担当教員の割合（％）

⑥英語担当教員が授業における発話の半分以上を英語で行っている割合（％）

③スピーキングテストとライティングテストの両方を実施した学校の割合（％）

②授業における、生徒の英語による言語活動の割合（％）

小
学
校

「CAN-DOリスト」形式による学習到達目
標の整備状況

中
学
校

2023 2024 2025

①CEFR A1レベル相当以上の英語力を有する生徒の割合（％）

②授業における、生徒の英語による言語活動の割合（％）

③スピーキングテストとライティングテストの両方を実施した学校の割合（％）

2027

④「CAN-DOリスト」形式による学習到達
目標の整備状況

2023 2024 2025 2026

⑤CEFR B2レベル相当以上の英語力を有する英語担当教員の割合（％）

⑥英語担当教員が授業における発話の半分以上を英語で行っている割合（％）

指標内容

指標内容

指標内容
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